
　　羽村で取り入れられた多摩川の水は、 武蔵野台地を西から東へと横断する玉川上水によっ

て、 江戸のまちに送られていました。 旅を愛する文人墨客や庶民は、 江戸から遠く離れた土地
の様子を、 浮世絵や紀行文等に残していますが、 それらの中には玉川上水について描かれて
いるものがあります。 江戸時代の人々は玉川上水をどのように感じていたのか、 いくつかの資料
をパネル展示でご紹介します。
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■ミュージアムトーク 「描かれた玉川上水」
　　 学芸員が資料を用いて解説します。 【申込不要】
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